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研究成果の概要（和文）：　本研究では、映画、流行音楽、話劇、小説、漫画、小説などのそれぞれのジャンル
における上海から香港への文化の移動について考察を深めた。
　映画においては、李香蘭・山口淑子の出演した様々な映画、あるいは『万世流芳』『花街』についての考察が
進み、流行音楽については、作詞家・李雋青、歌手・葛蘭や胡美芳などについての考察、あるいは上海の流行歌
の戦後香港や日本における受容についての研究が進められた。その他、洪深の話劇や、葉浅予の漫画についても
考察がなされた。各ジャンル間の関連や比較を通じて、上海から香港への文化人の移動、文化的越境について、
総合的で複眼的な研究を進めることができた。

研究成果の概要（英文）：In this project, we advanced our research on cultural border crossing from 
Shanghai to Hong Kong.
In regards to cinema, we analyzed some films starring Li Xianglan (Yoshiko Yamaguchi),or Glory to 
Eternity (Wanshi Liufang), Huajie and so on. In regards to  popular music, we analyzed lyrics by Li 
Junqing, of activities by singers like Grace Chang (Ge Lan) and Hu Meifang. We also made a research 
on acceptance of  Shanghai poplular songs in Hong Kong and Japan.In regards to other genres, we also
 made some researches on dramas by Hong Shen or cartoons by Ye Qianyu. By comaprison between each 
genre, we could sucessfully make the research more general and more diverse.

研究分野： 中国文学、中国メディア文化史
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１．研究開始当初の背景 
 近年の中国近現代文学・文化研究において
は、かつての五四新文学や左翼文学偏重から
変化が見られ、通俗文学やモダニズム文学な
どに対しても研究が行われるようになって
きた。さらに、小説だけではなく、演劇、映
画あるいは流行音楽などに注目する研究者
も目立つようになってきている。研究対象と
する地域についても、中国本土のみならず、
台湾はもちろんのこと、香港や東南アジアな
ど海外における華僑華人文化へと広がりを
見せている。 
 特に、非左翼の文化、あるいは大衆文化は、
中華人民共和国においては発展が困難にな
ったため、中国本土から外部へと、とりわけ
上海から香港へと越境して発展していくこ
ととなった。そのような越境現象については、
僅かながら先行研究が存在するが、これらの
先行研究においては、往々にして小説、映画
など個別のジャンルについて分析されるの
が常であった。また、それ以外の多くの映画
史、演劇史(話劇史)などでは、中国大陸と香
港、さらには台湾を個別に独立した地域とし
て扱ってきたため、文化や文化人の越境に対
する視点が不足していることは否めない。ま
た上に掲げた流行音楽の先行研究において
は、東アジア全体を俯瞰しようとしているた
め、上海から香港への具体的な継承関係が浮
き彫りになっているとは言いがたい。 
 第二次大戦終結後に上海から香港へと移
動した文化人のほとんどは日本支配下の上
海で活動していたが、その当時の文化活動、
特に映画や演劇については、「漢奸」(売国奴)
と断罪する歴史観に縛られ、これまで十分な
研究がされてこなかった。本研究課題の研究
分担者の著書『戦時日中映画交渉史』『上海
抗戦時期的話劇』は、それを乗り越えようと
する研究成果であるが、個別のジャンルにつ
いての分析にとどまっている。 
研究代表者は、これまで科学研究費による

共同研究を通じて 1940 年代の文学・音楽文
化についての知見を深めると同時に、上海の
流行音楽文化や映像文化の香港など他地域
への移動・越境現象にも注目してきたが、研
究を進めていくうちに、そのような移動は音
楽という単独の芸術ジャンルだけではなく、
演劇、映画、文学などの上海から香港への越
境と重なっており、総合的な文化史を構築す
ることが必要だという認識を深めた。また、
これまでの調査は 1940 年代および中国国内
の資料に重きをおいていたため、この越境現
象を上海側の資料や視角から考察すること
が中心であった。そこで上海側の資料と同時
に越境先の香港側のコンテクストや資料に
も注目することで、新たな展開をはかりたい
と考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、1940 年代後半を中心とする上

海から香港への文化人の移動によって起こ

った、香港における上海文化の継承の様相を
上海・香港双方の資料を活用して明らかにし、
そのような文脈を踏まえ上海・香港のテクス
トを読解することを目標とする。 
本研究の第一の目的は香港における 1940

年代末からの種々の芸術ジャンルのテクス
トにおいて、ジャンル相互間の浸透関係や、
上海文化や土着の広東(香港)文化の継承の様
相を明らかにし、それにより上海・香港双方
のテクストの読解の新たな可能性をひらく
ことである。例えば、1940 年代の演劇、あ
るいは上海から香港に移住した作家・徐訏の
小説などは、どのように香港映画の題材とし
て受け継がれたのか。上海の流行音楽は香港
でどのように継承され、それは映画とどのよ
うに関わったのか。広東語の通俗文化は上海
から移動した標準語(国語)の文化とどのよう
に浸透し合ったか。そのような継承・影響関
係はテクストの中にどのように反映されて
いるのか。本研究課題では、以上のような問
題について、明らかにする。 
 さらに、政治(戦時中の日本、国民党、共産
党と戦後の中華人民共和国、イギリス、中華
民国、アメリカ、日本)、資本(日本資本、イ
ギリス等国際資本、上海系、南洋系)、制作側
と受容者などのコンテクストの中に香港の
文学・映画・音楽それぞれのテクストを位置
づけ、立体的な文学史・芸術史を再構築する。 
 
３．研究の方法 
対象とする時期は 1940 年代～50 年代（日

中戦争末期～冷戦形成期）を中心とする。対
象とする地域は、香港と上海を中心とする。 
対象とする史料は小説、回想録、档案、新聞、
雑誌、漫画、映画の映像(DVD など)、映画特
刊(パンフレット)、映画脚本、話劇脚本、流
行音楽レコードなどである。文字テクスト、
映像音声資料の双方の調査、当事者へのイン
タビューを通じて研究を推進する。 
 
４．研究成果 
 本研究では、映画、流行音楽、話劇、小説、
漫画、小説などのそれぞれのジャンルにおけ
る上海から香港への文化の移動について考
察を深めた。特に、研究開始当初から念頭に
あった、日本との関わりについては、研究代
表者、研究分担者それぞれにおいて強く意識
された。 
 映画においては、李香蘭・山口淑子の出演
した様々な映画、あるいは『万世流芳』『花
街』についての考察が進んだ。 
 流行音楽については、作詞家・李雋青、歌
手・葛蘭や胡美芳などについての考察、ある
いは上海の流行歌の戦後香港や日本におけ
る受容についての研究が進められた。 
 その他、洪深の話劇や、葉浅予の漫画につ
いても考察がなされた。二度のシンポジウム
でメンバー全員が顔を揃えた他、電子メール
による情報交換も盛んに行われた結果、各ジ
ャンル間の関連や比較、あるいは研究代表者、



各研究分担者の間の問題意識の共有や、相互
批判を通じて、上海から香港への文化人の移
動、文化的越境について、総合的で複眼的な
研究を進めることができた。 
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